
国際会議まで
あと半年

　わが日本基督教団は、福島第一原子力発電所事故の被災者の方々のため、また
日本と世界のよりよい将来を願って、東日本大震災国際会議を以下のように開催
することを決めました。

［名称］	東日本大震災国際会議
	 International Conference on the East Japan Disaster

［主題］	原子力神話に抗して‐フクシマからの問いかけー
	 Against the Myth of Safety of Nuclear Energy: 
	 the Fundamental Question from Fukushima

［日時］	2014 年 3 月 11 日（火）～ 14 日（金）
［場所］	東北学院　仙台土樋キャンパス
［概要］
　①東日本大震災 3 周年 記念礼拝
　②講演　
　・記念講演　姜　尚中氏（聖学院大学政治学教授）
　・基調講演　島薗　進氏（上智大学宗教学教授・同大グリーフケア研究所所長）
　・神学講演　近藤勝彦氏（組織神学者、東京神学大学前学長）
　③震災・原発に関わる研究発表　　東北学院大学
　④国内活動報告：会津放射能情報センター、アジア学院
　⑤海外教会報告：ドイツ、アメリカ、スイス、台湾、インド、韓国
　⑥分科会における討論
　⑦全体会・大会宣言の採択
　⑧スタディーツアー：�会議終了後、自由参加、見学先の候補は、女川原発、津

波被災地など

・�この国際会議開催のために、東北学院大学の協賛・施設使用の恵みが与えられた
ことは、大きな感謝です。

・�国際会議の第一日目（3 月 11 日）は、東日本大震災 3 周年記念礼拝と記念講演
を行い、これは一般公開といたします。近隣の方々は勿論、遠方からの方々も大
歓迎ですので、ぜひ参加ください。1.000 人の出席を目指しています。

・�国際会議も自主参加枠が相当にありますので、お申し込みください。教団事務局
に電話くだされば、案内をお送りします。

・�本教団がこのような大規模の国際会議を主催することは、初めてのことです。こ
れが実りあるものとなるよう、実行委員会、協働する三国間協約委員会・宣教委
員会・東北教区、事務局の者たちは鋭意努力しています。皆様も祈りをもってお
支えください。

・�最後に、この国際会議を開催するために、教団は 800 万円の予算を用意しました
が、皆さまの献金（目標 400 万円）を必要としています。ご協力をお願いします。
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会議公式ロゴマーク



　東日本大震災の日から 2 年半が過ぎました。関東
教区では茨城県、栃木県、群馬県、埼玉県を中心に
震度 6 強～ 5 の揺れを経験し、30 余の教会・牧師館、
付帯施設に被害が発生し、奥羽、東北と並んで「被
災教区」となりました。初動の被害状況の把握と耐
震診断の専門家を派遣などの働きから、教団の対策
本部と連携しながら復興・再建の見通し、再建計画、
援助計画、他の被災地へのボランティア派遣など
と取り組みを続けてきました。援助を受けた教会、
自立的に再建をした教会を含めて、いまではほと
んどの教会が修復を終えています。特に大きな被
害を受け、新会堂の建築と取り組まなければなら
なくなった宇都宮教会は、基礎工事を終えたとこ
ろ、伊勢崎教会は、建屋が立ち上がったところ、水
戸中央教会は建築確認が遅れて 10 月中旬の着工と、
それぞれに工事が始まり完成を目指しています。
大きな被害を受けた教会は、被害の実態が明らか
になるに従って深刻な動揺に直面させられました。
復興・再建ための心の準備も資金もまったくなく、
教会員のお宅も数多く深い痛手を負っている中で、
どうしたらいいのかと茫然自失の状態でしたが、
教団の救援対策の強力な応援によって、希望を持っ
て立ち上がることができました。関東教区全体で、

これまでに決定した支援額は 9 教会で 1 億 7 千万
円余、貸付金額は 4 教会で 9,100 万円余となってい
ます。これから、下館教会、宇都宮上町教会の再建、
また、他の付帯施設への支援を残すだけになりま
した。この間の動きに関わりながら、まさに「涙
と共に撒く者は、喜びの声と共に刈り取る」との
み言葉が、主の教会に実現していることを深く思
わされます。教会堂再建に当って、それぞれが重
要な宣教拠点になっていますから、単なる修復で
はなく、将来の宣教の展望を考えて建築計画を進
めるように勧めましたから、旧会堂を一新した立
派な設備内容と外観を持つものとなり、打ちひし
がれた思いから、伝道への希望に燃える教会になっ
ている様子をうかがうことができます。「喜びの声
と共に刈り取る」ために、全国の教会から熱い祈
りがあり、連帯の思いがあって募金に協力してく
ださり、思いも及ばぬ多額の資金援助ができてい
ることを感謝したいと思います。
　今回の地震の経験は、「一つの部分が苦しめば、
すべての部分が共に苦しみ、一つの部分が尊ばれれ
ば、すべての部分が共に喜ぶ」とキリストの体であ
る教会の連帯のスピリットが、全世界のキリスト
の教会に生き生きと働いていることを実感する機

会でもありました。台湾長
老教会、韓国の教会、ドイ
ツを中心とする世界宣教の
団体 EMS からの深い関心と
熱 い 援 助、UMC や PCUSA
や RCA などのアメリカの教
会、募金の呼びかけに対す
る強力なレスポンスに、私
たちは他国の災害に遭った
教会と人々のために、どれ
ほどの関心と連帯の思いを
表してきただろうかと反省
させられます。
　関東教区から、このよう
な「喜びの声」と感謝の声
をお届けします。

■建築中の伊勢崎教会



　2013 年 6 月 22 日（土）午後 2 時より社会福祉法人堀川
愛生園園舎改築事業完成感謝式が、堀川愛生園センター
ホールにて行なわれた。讃美歌、聖書朗読に続いて施設
長である伊藤信彦牧師より「主が備えてくださる」との
式辞の後、建築経過報告があった。園児を含め 100 名ほ
どの出席であった。教団関係では地区を代表して川谷教
会の柴田彰牧師と三崎町教会の白井昭子執事が出席した。
東日本大震災救援対策本部は 2011 年 9 月に 10,000,000 円
の支援を行い、その後の 11 月に福島県より耐震化基金の
補助申請の打診を受け、堀川愛生園は今回の改築事業を

決意した。完成した 6 つのホームはすべて木造で、生活する園児が家庭の温かみを感じる工夫が随所に見られる。
例えば帰宅した園児はリビングダイニングを通ってそれぞれの部屋に向かうが、リビングでは「ただいま」「お帰
りなさい」との挨拶が交わされる中、職員は「ただいま」の一言に込められた響きからで学校で何があったかを一
生懸命汲み取る。園児の居室も 2 人部屋が基本であるが、可動式のクローゼットを部屋の中央に置くことによって、
1 部屋を 2 つに間仕切ることができる。中学生、高校生にとっては必要な配慮である。夜間も子どもたちが安心し
て過ごせるように、職員居室も 1 階と 2 階に分かれている。災害に備えては、各ホームに 3 か月分の食料が備蓄さ
れている。
　感謝式の翌週、ベルリン・ブランデンブルグ領邦教会のドレーゲ司教以下 4 名のメンバーが堀川愛生園を訪問
した。ベルリンには桜の名所があり、花見の季節には多くの人が訪れるそうである。きっかけはまだ「壁」のあっ
た時代に、在外邦人より桜の木が贈られたことにある。東日本大震災の報に接した町長は、花見に訪れた人たち
に被災地への献金を呼びかけた。そしてそれをベルリン・
ブランデンブルグ領邦教会に託した。ベルリン・ブラン
デンブルグ領邦教会は教団に連絡し、特に養護施設への
援助を申し出た。2011 年には約 700 万円の献金が届く。
2013 年には約 240 万円の献金のうち、187 万円が堀川愛
生園に届けられた。今回、ドレーゲ司教とスタッフが堀
川愛生園を訪問した意図は継続的な支援にあることは明
確である。スタッフほぼ全員が出迎え、普段通り手作りの、
しかし心のこもった昼食をいただきながら、彼らから訪
問の意図が語られた。それは同時に日本国内からだけで
なく、ドイツの教会にも堀川愛生園が祈られ支えられて
いることを主に感謝するひと時であった。



東日本大震災救援募金会計

教区 件数合計 金額合計
北海 114 4,748,370
奥羽 124 4,723,413
東北 62 2,606,133
関東 787 50,018,306
東京 1493 180,650,915
東京教区 13 4,832,956
　東京・東 250 25,589,820
　東京・西南 409 73,320,872
　東京・南 151 26,650,562
　東京・北 263 21,704,070
　東京・千葉 407 28,552,635
西東京 648 67,912,130
神奈川 514 47,105,234
東海 483 37,617,660
中部 553 62,426,599
京都 84 9,236,544
大阪 440 33,292,934
兵庫 94 9,804,177
東中国 98 5,418,809
西中国 168 7,415,371
四国 340 17,098,483
九州 322 17,338,882
沖縄 90 2,349,420
個人・他 1,022 46,776,712
総計 7,436 606,540,092

国内　606,540,092 円　　海外　255,553,946 円　  2013 年 9 月 30 日現在

総額　862,094,038 円

東日本大震災緊急救援募金・東日本大
震災救援募金教区別集計表　（単位：円）

【2011 年 3 月 15 日〜 2013 年月 9 月 30 日】

東日本大震災救援対策委員会会計、
東日本大震災救援対策本部会計中間収支計算書　　　　　　（単位：円）

10,11,12 年度 13 年度 総合計
2011 年 3 月 12 日
～ 13 年 3 月 31 日

2013 年 4 月 1 日
-9 月 30 日

2011 年 3 月 12 日
～ 13 年 9 月 30 日

【収入の部】
繰    入    金 50,000,000 0 50,000,000 
海外募金収入 *1 243,364,809 12,189,137 255,553,946 
国内募金収入 531,376,506 75,163,586 606,540,092 
集会等参加費 0 0 0 
雑収入 185,912 99,366 285,278 
繰入金収入 0 5,000,000 5,000,000 
長期借入金収入 *2 140,000,000 60,000,000 200,000,000 
長期貸付金回収収入 *3 13,575,500 6,000,000 19,575,500 
当年度収入合計 (A) 978,502,727 158,452,089 1,136,954,816 
前期繰 越 収支差額 401,755,195
収 入 合 計 (B) 560,207,284

【支出の部】
救    援    金 *4 162,748,651 18,120,522 180,869,173 
会堂牧師館再建補助金 *5 112,972,300 202,970,000 315,942,300 
見    舞    金 1,943,000 0 1,943,000 
委  員  会  費 5,348,274 891,897 6,240,171 
渉    外    費 1,415,560 214,477 1,630,037 
人    件    費 41,611,159 16,005,062 57,616,221 
事    務    費 40,590,580 7,247,276 47,837,856 
活    動    費 7,710,034 1,122,485 8,832,519 
車    両    費 7,565,992 1,362,163 8,928,155 
建    物    費 13,241,982 0 13,241,982 
繰入金支出 5,000,000 5,000,000 
長期貸出金支出 *6 131,600,000 113,500,000 245,100,000 
救援対策基金戻入金 50,000,000 0 50,000,000 
当年度支出合計 (C) 576,747,532 366,433,882 943,181,414 
当年度収支差額 (A)-(C) 401,755,195 ▲ 207,981,793 193,773,402 
次期繰越収支差額 (B)-(C) 193,773,402

＊ 1　海外収入内訳
日付 摘要 残高
6 月まで 11,648,666
2013.7.16 Wesley United

Methodist Church 
Nichigo-bu 献金

540,471 12,189,137

＊ 4　救援金
＊ 2　長期借入金収入
6 月まで 50,000,000 
8 月 31 日 内部借入 10,000,000 60,000,000

＊ 3　長期貸付金回収収入（会堂牧師館再建貸付返済金）

6 月まで 500,000
2013.9.5 東日本大震災会堂牧師

館再建貸付金返済額　
福島新町教会

5,500,000 6,000,000

6 月まで 9,916,667
2013.7.1 遠野センター 5 月分会計 / ＊昨年度「本部」から送金した「お花見

支援金」を今年は「遠野会計」より出金 44,250 9,960,917
2013.7.26 堀川愛生園宛てベルリン宣教会指定献金（6/18）€15000/1,878,950 円 1,878,950 11,839,867
2013.7.30 8/7 ～ 11　沖縄・東北交流招待プログラム　航空運賃　往復 20 名

（生徒 18 名＋引率）＊主催：教団東日本大震災救対本部・沖縄キリ
スト教学院沖縄キリスト教平和研究所 1,360,000 13,199,867

2013.8.13 第 7 回こひつじキャンプ費用（2013 年 6/7 ～ 9 東京 YMCA 山中湖
センター）32 名・リーダー・スタッフ 5 名のキャンプ実施費用 817,351 14,017,218

2013.8.13 第 7 回こひつじキャンプ費用（2013 年 6/7 ～ 9 東京 YMCA 山中湖
ｾﾝﾀｰ）スタッフ派遣費・業務管理費　 280,000 14,297,218

2013.8.15 8/7 ～ 11 沖縄・東北交流招待プログラム　渡嘉敷島　＊沖縄キリス
ト教学院沖縄キリスト教平和研究所との共催 823,304 15,120,522

2013.9.2 東北教区放射能問題対策室　支援金（2013.7.2　救援対策本部会議
にて決定） 3,000,000 18,120,522

＊ 5　会堂牧師館再建支援金
６月まで 108,500,000
2013.7.9 関東＿宇都宮教会（2012 年 5/31 本部会議にて決定） 64,470,000 172,970,000
2013.8.30 東北＿白石教会（2013 年 6/28 本部会議にて決定） 30,000,000 202,970,000
＊ 6　長期貸出金支出（会堂牧師館再建貸付金）
6 月まで 95,000,000
2013.7.9 貸付金　東北＿福島新町教会（2013 年 6/28 本部会議に

て決定） 8,500,000 103,500,000
2013.8.31 内部貸付（東日本大震災会堂牧師館再建支援会計より同

貸付会計に貸付） 10,000,000 113,500,000


